
JP 2014-502688 A5 2015.2.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成27年2月19日(2015.2.19)

【公表番号】特表2014-502688(P2014-502688A)
【公表日】平成26年2月3日(2014.2.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-006
【出願番号】特願2013-546300(P2013-546300)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/86     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３１１Ｑ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３１１Ｎ
   Ｂ０１Ｄ   53/36     ＺＡＢＢ
   Ｂ０１Ｊ   33/00     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月22日(2014.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　公害防止エレメントを公害防止装置のハウジング内に取り付けるための実装マットであ
って、
　公害防止エレメントを公害防止装置のハウジング内に実装するのに適した無機繊維及び
任意選択的にその他の無機材料を含む少なくとも１つの無機層であって、前記少なくとも
１つの無機層が対向する側面を有し、該側面のそれぞれが主表面領域を画定する、少なく
とも１つの無機層、
　前記少なくとも１つの無機層の前記側面の少なくとも一方の前記主表面領域の少なくと
も一部に配置されることによって、前記無機材料の静止摩擦係数よりも高い静止摩擦係数
を示す、より摩擦の大きな領域を画定する摩擦誘発性無機材料、及び
　前記より摩擦の大きな領域の少なくとも一部を覆い、前記実装マットの露出表面領域を
画定するように配置され、有機材料を含む、より摩擦の小さい層であって、前記露出表面
領域が、前記より摩擦の大きな領域の静止摩擦係数よりも低い静止摩擦係数を示す、より
摩擦の小さい層、を備え、
　前記より摩擦の小さい層は、前記実装マットが前記公害防止エレメントを前記公害防止
装置の前記ハウジング内に実装するために使用された後、前記より摩擦の大きな領域の実
質的な部分を覆わなくなるように動作適合されている、実装マット。
【請求項２】
　前記より摩擦の小さい層が、（ａ）前記公害防止装置の作動温度で分解して前記より摩
擦の大きな領域の一部を露出させる有機材料を含むか、（ｂ）前記公害防止装置の作動温
度で燃焼して前記より摩擦の大きな領域の一部を露出させる有機材料を含むか、（ｃ）前
記公害防止エレメントを前記公害防止装置の前記ハウジング内に実装するプロセスによっ
て、前記より摩擦の大きな領域の一部が露出するように、物理的に破壊されるような寸法
を有しているか、組成を有しているか、構成されているか、若しくはこれらの任意の組み
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合わせであるか、又は、（ｄ）（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）の任意の組み合わせであるか、
の内の少なくとも１つである、請求項１に記載の実装マット。
【請求項３】
　前記実装マットが公害防止エレメントを公害防止装置のハウジング内に実装するために
使用されている間、前記より摩擦の小さい層によって画定される前記実装マットの前記露
出表面領域が、前記より摩擦の大きな領域の静止摩擦係数と比較して比較的低い静止摩擦
係数を示し、前記公害防止装置の作動における特定の時点において、前記より摩擦の大き
な領域の前記実質的な部分が露出して、前記より摩擦の小さい層の静止摩擦係数と比較し
て比較的高い静止摩擦係数を示す、請求項１又は２に記載の実装マット。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの無機層の両側面の前記主表面領域の少なくとも一部に摩擦誘発性
無機材料が配置されることによって、前記少なくとも１つの無機層の各側面上により摩擦
の大きな領域が画定され、更に、前記より摩擦の大きな領域のそれぞれの一部を覆い、前
記実装マットの各側面上に露出表面領域が画定されるようにより摩擦の小さい層が配置さ
れ、前記露出表面領域のそれぞれが、対応するより摩擦の大きな領域の静止摩擦係数より
も低い静止摩擦係数を示す、請求項１～３のいずれか一項に記載の実装マット。
【請求項５】
　前記摩擦誘発性無機材料が、（ａ）各粒子が約７０μｍ～約２００μｍの範囲の長軸寸
法を有する無機粒子、（ｂ）各無機繊維が約５０μｍ～約３００μｍの範囲の長軸寸法を
有する無機繊維、（ｃ）各無機ウィスカーが約２０μｍ～約４００μｍの範囲の長軸寸法
を有する無機ウィスカー、又は、（ｄ）（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）の任意の組み合わせを
含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の実装マット。
【請求項６】
　前記摩擦誘発性無機材料が、無機研磨材を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の
実装マット。
【請求項７】
　前記摩擦誘発性無機材料が、約１０ｇ／ｍ２～約５００ｇ／ｍ２の範囲の濃度レベルで
前記無機層の少なくとも一方の側面に配置された粒子を含む、請求項１～６のいずれか一
項に記載の実装マット。
【請求項８】
　前記より摩擦の小さい層が、約０．３５の最大静止摩擦係数を示す、請求項１～７のい
ずれか一項に記載の実装マット。
【請求項９】
　前記摩擦誘発性無機材料が、約０．２５の最小静止摩擦係数を示す、請求項１～７のい
ずれか一項に記載の実装マット。
【請求項１０】
　前記摩擦誘発性無機材料を、前記少なくとも１つの無機層の前記側面の少なくとも一方
の前記主表面領域の少なくとも一部に接着するように配置された結合層を更に有する、請
求項１～９のいずれか一項に記載の実装マット。
【請求項１１】
　前記結合層が、前記より摩擦の小さい層の少なくとも一部を、前記より摩擦の大きな領
域の少なくとも一部を覆うように前記少なくとも１つの無機層に少なくとも部分的に接着
する、請求項１０に記載の実装マット。
【請求項１２】
　ハウジング、
　前記ハウジング内に実装された公害防止エレメント、及び
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の実装マット、を備え、
　前記実装マットが、前記公害防止エレメントと前記ハウジングとの間に配置されている
、公害防止装置。
【請求項１３】
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　前記公害防止エレメントが前記ハウジング内に実装されている間、約０．４以下の、前
記実装マットと前記公害防止エレメント及び前記ハウジングの少なくとも一方との間の静
止摩擦係数を示す、請求項１２に記載の公害防止装置。
【請求項１４】
　前記公害防止エレメントが前記ハウジング内に実装されている間、約０．３５よりも低
い、前記実装マットと前記公害防止エレメント及び前記ハウジングの少なくとも一方との
間の静止摩擦係数を示し、更に、前記公害防止エレメントが前記ハウジング内に実装され
た後、最初に約０．３５以上の、前記実装マットと前記公害防止エレメント及び前記ハウ
ジングの少なくとも一方との間の静止摩擦係数を示す、請求項１２に記載の公害防止装置
。
【請求項１５】
　８時間作動された後、前記実装マットと前記公害防止エレメント及び前記ハウジングの
少なくとも一方との間で約０．４以上の静止摩擦係数を示す、請求項１２～１４のいずれ
か一項に記載の公害防止装置。
【請求項１６】
　前記実装マットが、（ａ）約１．２ｇ／ｃｍ３以下の実装密度、（ｂ）室温で約５００
ｋＰａ以下の実装圧力を示すか、又は（ａ）及び（ｂ）の両方である、請求項１２～１５
のいずれか一項に記載の公害防止装置。
【請求項１７】
　公害防止エレメントを公害防止装置のハウジング内に取り付けるための実装マットの製
造方法であって、
　公害防止エレメントを公害防止装置のハウジング内に実装するのに適した無機材料を含
む少なくとも１つの無機層を準備することであって、前記少なくとも１つの無機層が対向
する側面を有し、該対向する側面のそれぞれが主表面領域を画定すること、
　前記少なくとも１つの無機層の前記側面の少なくとも一方の前記主表面領域の少なくと
も一部に摩擦誘発性無機材料を配置することによって、前記無機材料の静止摩擦係数より
も高い静止摩擦係数を示す、より摩擦の大きな領域を画定すること、及び
　前記より摩擦の大きな領域の一部を覆い、前記実装マットの露出表面領域を画定するよ
うに、より摩擦の小さい層を配置することであって、前記露出表面領域が、前記より摩擦
の大きな領域の静止摩擦係数よりも低い静止摩擦係数を示すこと、を含み、
　前記より摩擦の小さい層は、前記実装マットが前記公害防止エレメントを前記公害防止
装置の前記ハウジング内に実装するために使用された後、前記より摩擦の大きな領域の実
質的な部分を覆わなくなるように動作適合されている、方法。
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